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要件 

次の表に、このデモンストレーションの要件の概要を示します。 

必須 オプション 
  

• ラップトップ • Cisco AnyConnect® 
  

このソリューションについて 
Workload Optimization Manager（CWOM）は、アプリケーションの需要の変化に応じてアプリケーションリソースのニーズを管理
することでアプリケーションのパフォーマンスを維持するとともに、効率を最適化し、コンプライアンス要件を満たします。 

CWOM はエージェントを使用せず、読み取り専用で環境にすばやく接続できます。アプリケーションからインフラストラクチャま
で、IT スタック全体に可視性を提供し、すべてのポリシーを考慮して、スタック全体のリソースのトレードオフに基づいた判断を行
います。これらの決定は、手動、自動、または任意のオーケストレーションによって実行できます。その結果、最小限のコストでリス
クを軽減できます。クラウド戦略を加速し、データセンターを最新化します。 

CWOM のアプリケーションリソース管理（ARM）機能が、アプリケーションの需要に応じてインフラストラクチャを最適化する予防
的な措置を講じることで、アプリケーションのパフォーマンスを確保します。 

このデモンストレーションでは、AppDynamics との統合機能と、Docker コンテナで実行される新しいデモ用ビジネスアプリケー
ションをご紹介します。CWOM と AppDynamics を組み合わせれば、アプリケーション パフォーマンス メトリックを使用して判断
精度を高めることができるため、IT インフラストラクチャがアプリケーションをより的確に認識して、ビジネスクリティカルなアプ
リケーションのニーズに対応できるようになります。 

トポロジ 
このインスタント デモンストレーションでは、次のターゲットが設定された共有 CWOM インスタンスへのアクセスが提供されます。 

デモ用ビジネス アプリケーション：AD-Financial-Lite-ACI： 

• VMware 上の VM 内 Docker での実行 

• さまざまなデータベースおよびアプリケーションサービスを実行する 10 のアプリケーション層に分散されている 23 のコンテナ 

• Cisco ACI に接続された Cisco UCS-C220-M5 上で実行されている VMware ESXi ホスト  

• Pure Storage FlashArray M10 R2 によって提供されるストレージ  

デモアプリケーションをモニタリングしている AppDynamics SaaS コントローラ 

Cisco HyperFlex クラスタ：  

• Cisco UCS 6296UP 上の Cisco UCS Manager  

• VMware ESXi 6.7 を実行している Cisco HX220c HyperFlex ノード  

• VMware vCenter 6.7  

さまざまな AWS アカウント  

ターゲットは、CWOM インスタンスが展開されているデータセンターで入手可能かどうかに応じて、CWOM から追加または削除さ
れます。 
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注：これは、物理インフラストラクチャをモニタリングする共有環境です。このユーザガイドに記載されている例は、執筆の時点で
キャプチャされたものです。図内の情報は異なる場合があります。これは共有環境であるため、ターゲットを追加したり、CWOM の
設定を変更したりしないでください。他のユーザの環境を損なうことになります。 
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はじめに 

 

次の手順に従ってコンテンツのセッションをスケジュールし、プレゼンテーション環境を設定します。 

1. [カタログ（Catalog）] をクリックして、サイドバーから [インスタントデモ（Instant Demo）] を選択します。これで、すべての 
dCloud インスタントデモが一覧表示されます。  

2. 該当する [表示（View）] ボタンをクリックします。  

注：あるいは、[カタログ検索（Search Catalog）] ボックスを使用してインスタントデモの名前を検索することもできます。 

 

3. 表示された画面から、CWOM デモセッションの一意のクレデンシャルを取得します。このブラウザタブは閉じないでください。
画面には以下の情報が表示されます。 

• 一意のユーザ ID  

• 8 桁の固有のセッションパスワード  

• カウントダウンタイマー  

• ユーザ名とパスワードの右にあるアイコン。このアイコンでこれらの情報をクリップボードにコピーします。  

4. [ここ（HERE）] のハイパーリンクをクリックしてタブを開き、CWOM にログインします。 
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注：CWOM UI へのログインは 3 時間後に削除されます。その後、UI にはデータが表示されなくなります。その場合、dCloud デモカ
タログからデモを再起動してください。  

5. [スキップ（SKIP）] をクリックして、ツアーポップアップを閉じます。  
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シナリオ 1. CWOM の概要 

価値提案：このシナリオの目的は、CWOM インターフェイスについて段階的に説明し、Cisco Workload Optimization Manager の
差別化要因についても解説することです。たとえば、CWOM がアプリケーションリソース管理（ARM）によってインフラストラク
チャをアプリケーションの需要に合わせて最適化する予防措置を講じ、アプリケーションのパフォーマンスを維持する方法などを紹
介します。  

このシナリオには、実際の環境の設定は含まれません。これは、価値提案の実地説明です。 

サプライチェーンの自動検出とスティッチング 
1. CWOM を起動すると、ホームページが最初に表示されます。少しの間、メイン、ハイブリッドビュー、サイド ナビゲーション 

メニュー、サプライチェーン、保留中のアクションなどの環境を表示します。 

 

2. 自動検出とスティッチングの仕組みについて説明します。これが資産全体を把握する効果的な方法であることを強調します。ま
た、API 主導型で、エージェントレスであることも説明します。  

3. サプライチェーン図内のいくつかのエンティティにマウスオーバーして、アクティブなデバイスの数や保留中のアクションなどの
詳細情報を表示させます。 
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ホームページには、次の 3 つのビューがあります。  

• [ハイブリッド（Hybrid）] ビュー：このビューでは、オンプレミスとクラウド両方の環境全体で保留になっているすべてのアク
ションを確認できます。 

• [オンプレミス（On-Prem）] ビュー：このビューでは、オンプレミス環境の詳細を確認できます。[サプライチェーン（Supply 
Chain）] の図にクラウドエンティティが含まれず、オンプレミスのエンティティのみが表示されます。 

• [クラウド（Cloud）] ビュー：このビューでは、クラウド環境の詳細を確認できます。これには、保留中のアクション、クラウ
ドアカウントのコスト別リスト、使用中のクラウドデータセンターの場所、コスト見積、およびその他のコスト関連情報が含ま
れます。 

 

4. 画面の上部で [オンプレミス（ON-PREM）] ビューをクリックして、オンプレミス環境のみを選択します。それに応じてサプラ
イチェーンの図が変化するのがわかります（サービスエンティティのタイプや数など）。 
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5. サプライチェーンの図を実際に操作して見せ、[ホスト（Host）]、[ホストのリスト（LIST OF HOSTS）] の順にクリックします。 

 

6.  をクリックして、ホームページに戻ります。  

7. [クラウド（CLOUD）] をクリックして、パブリッククラウド環境のみを選択します。それに応じてサプライチェーンの図も変化
したことに注意を促します。 
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価値提案：CWOM に初めてログインすると、環境のハイブリッドビュー（メインビュー）が表示されます。 

画面の左側に表示される図は、サプライチェーンです。これは使用中の環境全体を表すもので、実行中のアプリケーションから、アプ
リケーションサーバ、アプリケーションが実行されるコンテナやポッド、VM、仮想インフラストラクチャ、そしてコンピューティン
グ、ネットワーク、ストレージの物理ハードウェアに至るまで表示されます。 

CWOM のインストール後、約 1 時間以内に、アプリケーション インフラストラクチャ スタック全体が確認できるようになります。
これには、各階層でのステータスと数、階層間のリソースの流れ、および各階層を正常な状態にするためのアクション数が表示されま
す。環境全体にわたりこのような可視性があること自体、大変効果的です。 

この検出プロセスは自動で、API ベースでエージェントレスに実行されます。 

CWOM は分析を使用してさまざまなソースのデータを集約し、資産全体を考慮した意思決定を行うことで、アプリケーションのパ
フォーマンスを継続的に維持します。 

CWOM はアプリケーション自体をはじめ、サポートするコンテナ、VM、プラットフォーム、基盤となるホスト、ストレージ、IaaS 
レイヤまで、アプリケーションスタックのすべてのレイヤに接続できます。 

CWOM は、オンプレミスとパブリッククラウド、マイクロサービスやコンテナを含む、ハイブリッド資産全体で機能します。 

CWOM アクションは輻輳を防ぎ、望ましい状態の達成を継続的にサポート 
1. ホームページの [保留中のアクション（Pending Actions）] ウィジェットは、問題が発生する前に回避するための実行アクション

を表示します。 

 

2. アクションはカテゴリ別にフィルタ処理することも、すべてのアクションのリストを表示することもできます。 
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注：示されている例では、望ましい状態を達成するために推奨されるアクションが多数あることがわかります。推奨されるアクショ
ンの数は、セッションごとに異なります。 

CWOM がやみくもに実行しているわけではないことを実証するため、これらのアクションを実行した効果を表示し、選択したクラス
タの前後の状態を比較します。  

3. [検索（Search）] をクリックします。  

4. [クラスタ（Clusters）] をクリックします。  

5. [HybridCloud\HybridCloud] をクリックします。  

 

6. [ホストの最適化による改善（Hosts Optimized Improvements）] グラフを参照します。 

 

[ホストの最適化による改善（Hosts Optimized Improvements）] グラフには、選択したクラスタの現在と [アクション後（After 
Actions）] のビューが示されます。[アクション後（After Actions）] グラフで、CPU のピークとメモリのピークがどのように減少し
ているかを強調します。左のグラフは現在の環境です。右のグラフには、すべての推奨アクションが実行された場合に想定されるリ
ソース使用率が示されます。CPU とメモリ使用率の違いに注意してください。各セッションによりグラフは異なり、グラフ間の違い
も異なります。 

注：OS/ブラウザが対応している場合は、画面のこの部分にズームインしてみてください。Mac では、トラックパッドでリバースピ
ンチジェスチャを使用します。 
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7.  をクリックして、ホームページに戻ります。  

[保留中のアクション（Pending Actions）] パネルで次の操作をします。   

8. [... 個のアクションをすべて表示（Show all … Actions）] をクリックします。アクションの数はセッションごとに異なります。  

 
9. [検索（Search）] フィールドに、Move と入力して待ちます。  

10. 次のような [移動（Move）] アクションが表示されるまで、ページをスクロールします。（[続きを表示（Show More）] を 
クリックすると、さらに多くの結果が表示されます） 

次に示す例は、CPU 輻輳のパフォーマンスリスクを回避するために推奨される移動（Move）アクションです。 

 
11. [検索（Search）] フィールドに、Scale up と入力して待ちます。  

12. 次のような [スケールアップ（Scale up）] アクションが表示されるまで、ページをスクロールします。（必要に応じて、[続きを
表示（Show More）] をクリックします） 
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13. この例は、仮想メモリの効率を向上させるために推奨されるスケールアップアクションです。（展開するには、スケールアップ
アクションの隣の      をクリックします）  

 

アクションの横にあるチェックボックスを選択して [選択対象を適用（APPLY SELECTED）] をクリックすると、アクションを手動で
実行できます。ここではアクションを実行しないでください。  

14. [… 保留中のアクション（… Pending Actions）] パネルを閉じます。  

注：サプライチェーンの図は輻輳が起きるリスクがある地点を示しています。目標はそれらのリスクを排除し、再発を防止すること
です。 

a. 需要は常に変動しているため、これは困難です。 

b. しかしソフトウェアを使えば解決可能です 

輻輳を防止することは人間が対応できる範囲を超えています。 

 

価値提案： 

輻輳を防止するアクション： 

需要は常に変動・移動するため、輻輳を防止することは困難な問題です。それは人間的が対応できる規模を超えているため、手作業
では解決できません。 

しかしソフトウェアを使えば解決できます。 

サプライチェーンの図にあるのは典型的なスタックであり、輻輳が起きるリスクがある地点を示しています。目標はそれらのリスクを
排除し、再発を防止することです。ここでの留意点は、輻輳のリスクが表示されていることです。 

通常、CWOM では自動化が有効にされます。自動化により輻輳は（リスクとして表示される前に）防がれます。しかしデモでは、 
輻輳が発生している場所と、それを解決する方法を示すため、意図的に自動化が無効にされています。 

- そうしないとデモの意味がないからです。 

現在の状態と最適化された状態の比較 
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- 推奨されるアクションを実行すると何が起こるかを正確に示すこともできます。 

次のグラフを見てみましょう。[検索（Search）] > [クラスタ（Clusters）] > D3 クラスタに移動 > [ズーム（Zoom）] の順に選択し
て、[最適化された状態（Optimized State）] を表示します。 

これにより、選択したクラスタの現在の状態と、すべてのアクションが実行された後の最適化された状態との比較が示されます。 

左側が不良な状態で、右側が良好な状態であることがわかります。 

望ましい状態を達成する： 

- 前置き：ご自分の環境の状態を把握していますか。 

環境の状態はどのようなものですか。（ポイントは、顧客に説明を求め、より望ましい状態を達成するために必要なアクションの説明
につなげることです）。 

CWOM には、環境全体の状態（CWOM のメインのハイブリッドビューを表示）に加えて、[[174] 保留中のアクション（Pending 
Actions）] が表示され、現在の環境を望ましい状態にするために必要なことが正確にわかります。（[ズーム（Zoom）] を選択して、
[保留中のアクション（Pending Actions）] ビューを表示します）。 

望ましい環境を達成するために何もしなければ、事態が悪化するまで傍観していることになります。 

CWOM が推奨している [174] アクションを実行すれば、それで完結というわけではありません。輻輳を防止するためのアクション
は、需要の変動に伴って取り続ける必要があります。 

アクションは、パフォーマンス、効率、コンプライアンスに関連し（パフォーマンスと効率のアクションを表示）、手動または自動
にすることができます。デモでは、自動化がオフになっていることに注意してください。 

再び強調すると、CWOM により（a）環境を実行する望ましい状態、（b）そこに到達するためのすべてのアクション、（c）自動化
を有効にすべき、アクションに確信が持てる場合、の 3 つを理解できます。 

わかりやすいたとえ：アクションとは、火災の前に煙を取り除くようにすることです。重要なアプリケーションに問題が発生する前
に、警告やアラートなどすべてのノイズを除去できます。 

アクションをすべて採用することで、望ましい状態を達成できます。つまり、輻輳リスクが解消され、アプリケーションのパフォーマ
ンスが保証されます。 

まとめ： 

ここまで見てきたことはすべて、通常の動作中に自動化できます。しかし、デモでは自動化をオフにしています。 

CWOM はエージェントを使用せず、読み取り専用で環境にすばやく接続できます。 

アプリケーションからインフラストラクチャまで、IT スタック全体を可視化します。  

すべてのポリシーを考慮して、スタック全体でのリソースのトレードオフに基づいてアクションを決定します。 

これらの決定は、手動、自動、または任意のオーケストレーションによって実行できます。 
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注：VMware（または DRS）はすでにこれを実行していないでしょうか？ 

VMware クラスタにアプリケーションの要求を満たす十分なリソースがない場合、DRS は何を行いますか。ロードバランシングを維
持し、その場しのぎの対応をしてから、ロードバランシングを引き続き維持します。 

アプリケーションリソース管理 
ホームページで次の操作をします。  

1. [ビジネスアプリケーション（Business Application）] エンティティをクリックします。  

2. [ビジネスアプリケーションのリスト（LIST OF BUSINESS APPLICATIONS）] をクリックします。  

3. [AD-Financial-Lite-ACI] をクリックします。  

 

サプライチェーンの図が更新され、環境内のすべての異なるレイヤにわたってこのビジネスアプリケーションに適用されるサービス
エンティティが表示されます。 

 

このビジネスアプリケーションに関連するサプライチェーンをさらに詳しく調べることができます。サービスエンティティをクリック
すると、サプライチェーン図内を移動できます。これは、CWOM が環境内の複数のレイヤにわたって可視性を提供し、選択したエン
ティティのサプライチェーンビューを表示できることを非常に強力に証明するものです。 

4. [アプリケーションサーバ（Application Server）] の円をクリックします。  

このビューでは、アプリケーションサーバが実行されている仮想マシン、ホスト、ストレージなどを確認できます。  

5. アプリケーションサーバ全体に提示された [保留中のアクション（Pending Actions）] に注目を促します。  
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[アプリケーションサーバ（Application Server）] の円の中心に影が付けられ、選択されていることが示されます。 

[保留中のアクション（Pending Actions）] パネルで次の操作をします。   

6. [... 個のアクションをすべて表示（Show all … Actions）] をクリックします。  

 

[保留中のアクション（Pending Actions）] ページで次の操作をして、「赤」のアクションの 1 つの詳細を表示します。  

7. アクションの右側にある「右向き」矢印をクリックします。 

 

8. 完了したら、[保留中のアクション（Pending Actions）] ページを閉じます。  

[アプリケーションサーバ（Application Server）] ページで次の操作をします。 

9. [アプリケーションサーバの複数のリソース（Application Server Multiple Resources）] パネルを表示します。  

グラフ内に [応答時間（Response Time）]（青色の線）と [ヒープ（Heap）]（ピンク色の線）の値が表示されます。これらの値がこ
のアクションに対応していることを示すため、グラフにピーク値を含めます。  

10. [デフォルト（Default）] をクリックし、[過去 30 日間（Last 30 Days）] を選択します。  

11. [応答時間（Response Time）] をクリックします。  

12. [ヒープピーク（Heap peak）] をクリックします。  
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13. [仮想マシン（Virtual Machine）] をクリックします。  

14. [保留中のアクション（Pending Actions）] に注意を促します。  

[仮想マシン（Pending Actions）] の円の中心に影が付けられ、選択されていることが示されます。 

[保留中のアクション（Pending Actions）] パネルで次の操作をします。   

15. [... 個のアクションをすべて表示（Show all … Actions）] をクリックします。  

 

[保留中のアクション（Pending Actions）] ページで次の操作をして、「赤」のアクションの 1 つの詳細を表示します。  

16. アクションの右側にある「右向き」矢印をクリックします。 

 

17. 完了したら、[保留中のアクション（Pending Actions）] ページを閉じます。  
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状況：ユーザから、アプリが低速になっていると苦情があった場合、どうしますか。 

通常は、適任者を選び、全員が問題を診断するためのツールを用意して戦略会議室に入ります。しかし、次に何が起きるでしょうか。 

責任の押しつけ合いです。「ストレージが低速だ」「ネットワークが問題だ」そうしている間にも、アプリケーションに影響を及ぼし
ていた輻輳は依然として存在しているか、スタックの別の部分に移動している可能性があります。 

CWOM がある場合は、そのすべてをスキップできます。ユーザにアプリケーションの名前を尋ねるだけでかまいません。[[サプライ
チェーン（Supply Chain）] から [ビジネスアプリケーション（Business Applications）] に移動するか、[検索（Search）] > [ビジネ
スアプリケーション（Business Applications）] に移動] 

CWOM でそのアプリケーションを調べることができます。ここで見てみましょう。 

[サプライチェーンの図から AD-Financial アプリケーションの [ビジネスアプリケーション（Business Application）] ビューを表示] 

- インフラストラクチャチームが、VM のメモリサイズを 20 GB から 10 GB に縮小したいと考えているとします。 

しかしアプリケーションチームは、15 GB の Java ヒープがあるため、サイズを縮小できないと言っています。 

そのため、決定できずアクションは実行されませんでした。 

しかし、CWOM があればヒープとサイズについて把握でき、このような会話を変えることができます。インフラストラクチャチーム
は CWOM でより多くの情報をアプリケーションチームに提供できます。 

[サプライチェーンの図の [アプリケーションサーバ（App Server）] ビューから [ヒープのサイズ変更アクション（Heap Resize 
Action）] を表示] 

インフラストラクチャチームは、VM のメモリサイズを 10 GB まで縮小したいと考えていることを伝えます。 

[サプライチェーンの図で [仮想マシン（Virtual Machines）] ビューから [VM のサイズ変更アクション（VM Resize Action）] を表示] 

アプリケーションは、常にピーク時のヒープの半分のみを使用しているため、最大ヒープサイズもそれに合わせて縮小できます。 

[サプライチェーン図内の [ビジネスアプリケーション（Business Application）] または AD-Financial アプリケーションの [アプリ
ケーションサーバ（App Server）] ビューから、[複数のリソース（Multiple Resources）] グラフと [応答時間（Response Time）] 
および [ヒープ利用率（Heap utilization）] のピーク値を表示]  

アプリケーションが実際に仮想マシンに存在していると想像してみてください。VM に存在するかどうか確認できない場合、Docker 
コンテナに入っている可能性があります。その場合、どうすればよいでしょうか。 

最小メモリ要件がわからないため、VM のサイズを縮小することはできません。VM のサイズを拡張すると、実際のアプリケーション
の需要と結びつかない場合があります。これは賢明な判断ではありません。 

CWOM は、ポッド、VM、クラウドインスタンスのいずれであっても、アプリケーションが実際に実行されている場所を特定でき
る、唯一のスマートなプラットフォームです。 

ヒープのサイズと VM のサイズを拡張する必要がある場合はどうすればよいでしょうか。 
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CWOM はアプリケーションの需要を把握して、VM を拡張します。しかし、サイズを縮小するのが適切である場合にも、VM をヒー
プより縮小することはありません。 

[[VM のサイズ変更アクション（VM Resize Action）] を表示：[オンプレミス（ON-PREM）] をクリックし、[保留中のアクション
（Pending Actions）] から [XX のスケーリングアクション（XX Scaling Actions）] をクリック] 

VM を拡張し、インフラストラクチャが不足している場合はどうすればよいでしょうか。 

CWOM は、新しいホストをプロビジョニングすることを推奨します。サイズを変更して、問題が発生するのを待つ必要はありませ
ん。[[ホストのプロビジョニングアクション（Provision Host Action）] を表示：[オンプレミス（ON-PREM）] をクリック > [保留中
のアクション（Pending Actions）] から [XX の開始/購入アクション（XX Start/Buy Actions）] をクリック] 

まとめ： 

CWOM は予防的アプローチを使用して、リスクを排除し、輻輳を回避することを伝えることが重要です。CWOM は、何かが破損す
るのを待ってから問題を解決するわけではありません。 

 

注：CWOM の中核とは、発生した問題を修正するのではない点を理解することが重要です。CWOM は、問題が発生した後に解決す
るのではなく、リスクを排除するように設計されている点を強調してください。これは予防的なアプローチであり、発生した問題を検
出するツールと異なる点です。 

JVM ヒープは比較的よく知られていて、最小メモリ要件を示しているため、Java アプリケーションについて話します（VM には JVM 
ヒープに対応するための十分なメモリが必要であり、要件を満たさない場合、メモリ不足エラーによりクラッシュします）。 

デモンストレーションでこのデータを提示する目的は、CWOM によりアプリケーションの需要とインフラの供給の関係を把握できる
ことを示すことです。これを実現するプラットフォームは他にありません。 
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シナリオ 2. クラウドへの移行を計画する 

価値提案：Workload Optimization Manager には、オンプレミスのワークロードのクラウドへの移行、またはあるクラウドから別の
クラウドへのワークロードの移行をシミュレートする特別なプランが含まれています。このプランは、ワークロードをホストするのに
最適なテンプレート（最も適切なコンピューティングリソース）とリージョンを選択することで、クラウドのコストを最適化すること
に焦点を当てています。これらのプランを実行して、オンプレミスのワークロードをパブリッククラウドに移行する方法を見ていきま
す。予備のインスタンス（RI）に移行することが望ましいオンプレミスのワークロードが分析によって検出されると、RI テンプレー
トへの移行や、場合によっては RI の追加容量の購入が推奨されます。プランの結果： 

時間の経過とともに予測されるコストを提示します。  

移行を実行するためのアクションを示します。  

使用する最適なテンプレートを特定して、効率的なリソースの購入とアプリケーション パフォーマンスの保証の両方を実現します。  

ワークロードを実行する最適なリージョンを選択します。  

現在のワークロード割り当てを使用した場合と、Workload Optimization Manager で計算された最適な割り当てを使用した場合の 
コストの差を示します。 

予備のインスタンス（RI）の価格設定の候補を特定し、それらのワークロードを RI インスタンスとして実行した場合のコストの 
メリットを示します。 

RI の容量がさらに必要な場合は、購入する必要のある RI とそのリージョンを特定します。 

クラウドへの移行プランの設定 
このセクションでは、仮想マシングループのオンプレミス環境から AWS への移行を評価するプランを作成します。 

1.  をクリックして、ホームページに戻ります。  

 

2.  をクリックします。  

3. [新しいプラン（NEW PLAN）] をクリックします。  
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[プランタイプの選択（Select Plan Type）] リストで次の操作をします。 

4. [クラウドに移行（Migrate to Cloud）] をクリックします。  

 

5. [マイグループ（My Groups）] をクリックします。  

6. [クラウドの候補（Cloud Candidates）] チェックボックスをクリックします。  

[クラウドの候補（Cloud Candidates）] は、Windows 10 を実行する約 25 の仮想マシンのグループです。  

7. [次へ：移行先（Next: WHERE TO MIGRATE）] をクリックします。  
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価値提案：移行先は以下から選択できます。 

プロバイダー（Providers）：プロバイダーのリストから選択します。パブリッククラウドのターゲットは、所定のパブリック クラ
ウド プロバイダー上のアカウントです。Workload Optimization Manager により、使用中のパブリック クラウド アカウントをホス
トするすべてのプロバイダーが表示されます。これらのプロバイダーのいずれかに移行するか、プランによってすべてのプロバイダー
から選択するかを選択します。 

リージョン（Regions）：Workload Optimization Manager により、ターゲットのクラウドアカウントからアクセス可能なすべての
リージョンが検出されます。プランによる配置の決定を、選択した 1 つのリージョンに制限できます。 

グループ（Groups）：パブリッククラウドでホストされている VM のグループのリストから選択します。このリストには、データセ
ンターグループ（リージョン）が表示されます。これにより、移行したワークロードをそのグループに配置するようプランを制限でき
ます。 

8. [AWS] チェックボックスをオンにします。  

9. [設定にスキップ（SKIP TO CONFIGURATION）] をクリックします。  

 

（このデモの）この移行プランでは、デフォルト設定を使用します。  

しかし、[ライセンス（Licensing）] タブでデフォルトの OS プロファイルを上書きできるオプションがあることに注意を促してくだ
さい。  

ライセンス 
OS 移行プロファイルは、Workload Optimization Manager がワークロードをクラウドの移行先に配置するときに、各ワークロード
の OS をどのようにマッピングするかを決定します。これには、必要な OS を提供する VM テンプレートの選択方法、および「クラ
ウドへの移行」プランの結果にライセンスコストを含めるかどうかが含まれます。  
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1. [ライセンス（Licensing）] をクリックします。  

 

デフォルトでは、[ライセンス（Licensing）] タブを開いたときに、[ソース OS とターゲット OS を一致させる（Match source OS to 
target OS）] チェックボックスがオンになっています。  

 

ソース OS とターゲット OS を一致させる（Match source OS to target OS）：ワークロードをクラウドに移行するときと同じ OS 
を維持します。Workload Optimization Manager が移行されるワークロードの配置を計算するとき、ワークロードにあるものと同じ 
OS を提供するテンプレートのみを使用します。これは、ワークロードが特定の OS に依存するアプリケーションをホストしている場
合に重要です。  

2. [自分のライセンスを使用（BYOL (“Bring your own license”)）] チェックボックスをオンにします。  

 

自分のライセンスを使用（BYOL (“Bring your own license”)）：[ソース OS とターゲット OS を一致（Match source OS to target 
OS）] と同じですが、プランによるクラウド上の配置のコスト計算に OS ライセンスのコストが含まれません。   

3. [カスタム OS（Custom OS）] チェックボックスをオンにします。  



ラボガイド  

Cisco dCloud 

 
© 2019 Cisco and/or its affiliates. All rights reserved. This document is Cisco Public Information. 23/47 ページ 

 

カスタム OS（Custom OS）：リストされている OS のタイプごとに、移行する VM を選択した OS にマッピングします。OS のタ
イプは次のとおりです。 

• Linux：Linux のオープン ソース ディストリビューション。この移行では、Workload Optimization Manager は、クラウド サー
ビス プロバイダーが無償のプラットフォームとして提供する Linux プラットフォームを提供するテンプレートを選択します。こ
れは OS ライセンスが無償であることを前提としているため、常に BYOL となります。 

• RHEL：Red Hat Enterprise Linux。 

• SLES：SUSE Linux Enterprise Server。 

• Windows：Microsoft Windows。  

[カスタム OS（Custom OS）] では、マッピングを選択するごとに [自分のライセンスを使用（BYOL (“Bring your own license”)）] 
を有効または無効にします。有効にすると、Workload Optimization Manager は OS ライセンス料金をユーザ自身が支払うものと仮
定し、プランの結果にライセンスコストを含めません。有効にしない場合、Workload Optimization Manager はサービスプロバイ
ダーからライセンスコストを取得し、プランの結果に含めます。  

[自分のライセンスを使用（BYOL (“Bring your own license”)）] チェックボックスをオンにして、次の操作をします。  

4. [送信（Submit）] をクリックします。   

5. [実行（RUN）] をクリックします。  

移行プランを実行して結果が表示されるまで数分かかります。  
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クラウドへの移行の結果を表示する 
プランの実行後に、結果を表示して移行が環境に与える影響を確認できます。プランの結果は、[クラウド（Cloud）] セクションと 
[オンプレミス（On-Prem）] セクションに分割され、総合的に示されます。これにより、移行の全体的な効果（クラウド上への配置
とコスト、およびオンプレミス環境のコスト削減の両方）に対するインサイトを得ることができます。 

[クラウド（Cloud）] セクションでは、クラウドコンピューティングのコストに焦点を当てています。Workload Optimization 
Manager はプラン実行時に VM を検査し、ホストするアプリケーションのパフォーマンスを維持しながら達成できる、最も効率的な
リソース割り当てを決定します。多くの場合、プランではオーバープロビジョニングされた VM が検出されます。そのような VM を
現在の割り当てに一致するテンプレートに移行すると、クラウド上でこれらの VM をホストするのに必要以上の費用がかかります。
クラウドの結果には、VM の展開に使用されるテンプレートに基づいた VM のコンピューティングコストが表示されます。 

1. [クラウドコスト比較（Cloud Cost Comparison）] の表を表示します。ここには、クラウド上の VM のコンピューティングコス
トが示されます。次に、移行後のコストを次のように比較します。 

• [割り当てプラン（Allocation Plan）] 列には、現在のオンプレミスのリソース割り当てをサポートするテンプレートを使用し
た VM のコンピューティングコストとストレージコストが表示されます。 

• [消費プラン（Consumption Plan）] 列には、プランがそれらのワークロードの VM リソース割り当てを最適化した後の VM 
のコンピューティングコストが表示されます。これにより、クラウドリージョンで使用可能なテンプレートに基づいて、最も
効率的なコンピューティング割り当てを使用する配置が決定されます。その結果、移行された VM 上のアプリケーションの
パフォーマンスは維持しながらも、通常はコンピューティングコストが低減され、節減されたコストが表示されます。 

• [差分（Difference）] と [%] 列には、割り当てプランと消費プランの結果の差分がまとめられています。コストに関しては、
[%] の列に消費コストの計算の影響を受けるワークロードの割合が表示されます。 

[クラウドコスト比較（Cloud Cost Comparison）] 表には、以下の変更とコストも表示されます。 

• [パフォーマンス上のリスクがあるワークロード（Workloads with performance risks）] は、QoS を危険にさらす可能性
がある、対象範囲の VM、データベース、またはデータベースサーバの数を示します。 

• [効率化の可能性があるワークロード（Workloads with efficiency opportunities）] は、十分に活用されていない、または 
RI を使用することによりコスト改善の可能性がある、対象範囲の VM、データベース、またはデータベースサーバの数を示
します。 

• [オンデマンドコンピューティングコスト（On-Demand Compute Cost）] は、ワークロードを拡張しない場合（割り当てプ
ラン）とワークロードを拡張した場合（消費プラン）の、移行する VM のオンデマンドコストを示します。これらのコストに
は、必要に応じて OS ライセンスが含まれます。プランの結果には、移行後に発生する新しいコストのみが反映されます。 
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• [予約済みのコンピューティングコスト（Reserved Compute Cost）] は、この移行をサポートするための RI の購入コス
ト、前払い金、および予約期間にわたって償却した月額料金を示します。このコストは、VM が RI リソースを使用するかど
うかに関係なく発生します。 

• [オンデマンドのデータベースコスト（On-Demand Database Cost）] は、オンデマンドの価格設定が適用される、対象範
囲のデータベースサービスのコストを示します。 

• [予約済みデータベースコスト（Reserved Database Cost）] は、データベースサーバを拡張しない場合（割り当てプラ
ン）とデータベースサーバを拡張した場合（消費プラン）のコストを示します。 

• [ストレージコスト（Storage Cost）] は、対象のストレージコストを示します。ワークロードが対象の場合、ワークロード
に接続されたボリュームのコストです。ストレージが対象の場合、対象範囲のすべての接続されたボリュームと接続されてい
ないボリュームのコストです。 

• [総コスト（Total Cost）] は、対象範囲のさまざまなコストの合計です。 

注：プランにより、予備のインスタンス（RI）として動作可能なワークロードが特定されます。RI は、オンデマンドと比較して大幅
な割引価格で利用できます。RI 候補を特定するために、Workload Optimization Manager はワークロードの履歴（デフォルトでは過
去 21 日間）から以下を検討します。 

ワークロードアクティビティ。ワークロードの vCPU 使用率がゼロより大きい場合、Workload Optimization Manager によりアク
ティブなワークロードと見なされます。 

ワークロードの安定性。過去の期間にわたって VM の開始、停止、またはサイズ変更アクションが行われていない場合、Workload 
Optimization Manager により安定していると見なされます。 

RI インベントリ（AWS のみ）。AWS 環境の場合、Workload Optimization Manager は RI の候補を、現在の RI リソースのインベン
トリおよび望ましい RI カバレッジと比較します。インベントリがワークロードをサポートできる場合、Workload Optimization 
Manager により AWS RI の候補と見なされます。インベントリがワークロードをサポートできない場合、またはサポートすると望ま
しい RI カバレッジを超える場合、Workload Optimization Manager が RI の容量の購入を勧めることができます。 

 

クラウドテンプレートのサマリー（タイプ別）（Cloud Template Summary by Type）。このチャートは、プランが移行用に推奨す
るテンプレートのタイプを示します。これには、移行に使用される各テンプレートの数、およびそれぞれのテンプレートのコストが含
まれます。テンプレートコストの明細を確認するには、チャートの下部にある [変更を表示（Show Changes）] をクリックします。
これにより、クラウドテンプレートがオンプレミスの VM にマッピングされ、消費プランでは CWOM がその VM に RI を推奨するか
どうかが示されます。 
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ボリューム階層明細（Volume Tier Breakdown）。このチャートは、ワークロードをサポートするストレージの分布を示します。各
ストレージ階層でサポートされるワークロード数を確認できます。明細を確認するには、チャートの下部にある [変更を表示（Show 
Changes）] をクリックします。詳細には、ディスク ID、ストレージ名、サイズ、リンクされた VM、階層名、および毎月のコストが
示されます。 

 

推奨される RI の購入（Recommended RI Purchases）。このチャートは、最小のコストで移行をサポートするため、購入を推奨す
る RI の明細を示します。詳細については、グラフの下部にある [すべて表示（Show all）] をクリックします。次のような項目が表示
されます。 

• 予備のインスタンス（Reserved Instances）：購入する RI。 

• プラットフォーム（Platform）：その RI の OS。 

• 関連するワークロード（Related WORKLOAD）：Workload Optimization Manager が RI を推奨する VM。 

• 場所（Location）：この RI のクラウドアカウントのリージョン。 

• RI コスト（RI Cost）：3 年間の購入を前提としたプランでの RI の概算コスト。 
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[オンプレミス（On-Prem）] のセクションは、この移行により開放されるオンプレミスデータセンターの物理リソースに焦点を当て
ています。 

次のチャートが含まれます。 

• ホストの最適化による改善（Hosts Optimized Improvements）：このチャートでは、移行前後のスナップショットを示してオ
ンプレミス環境を比較します。棒グラフに、オンプレミス環境のワークロードによるリソース使用率が表示されます。すべてのオ
ンプレミスワークロードをクラウドに移行する場合、右側のチャートにはデータがありません。すべてのワークロードが移行され
たため、レポート対象のワークロードが存在しません。 

 

カウントによるリソース概要（Resource Summary by Count）：このチャートには、環境の現在のステータスと、移行の実行後に
実現されるステータスが対比して示されます。このチャートは、環境内の VM の使用率インデックスを示します。ある VM に対して
このインデックスが大きい場合、その VM で多くのリソースが使用されています。 
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シナリオ 3. ターゲットの追加 

このシナリオでは、分析用の新しいターゲットを実際に作成することなく簡単に追加できることを示します。このデモンストレーショ
ン環境は共有され、設定済みです。 

1. [設定（Settings）] > [ターゲット設定（Target Configuration）] をクリックします。 

 

エージェントレス テクノロジーにより、設定が容易になります。新しい環境を設定するときに、すべての基礎であるハイパーバイザ
が最も重要な要素であり、これを最初に設定することを説明します。 

[ターゲット設定（Target Configurations）] ページで、次の操作をします。  

2. [新しいターゲット（NEW TARGET）] をクリックします。 

 

3. [ターゲットカテゴリの選択（Choose Target Category）] パネルで、[ハイパーバイザ（Hypervisor）] をクリックします。  

 

4. [ターゲットタイプの選択（Choose Target Type）] パネルで、[vCenter] をクリックします。  
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注：環境の設定はこのデモンストレーションの範囲外のため、設定の詳細情報は何も追加しないでください。  

5. 設定の詳細を環境に追加する [vCenter ターゲットの追加（Add vCenter Target）] ウィザードを短時間表示します。  

 

6. [設定の追加（Add Configuration）] ウィンドウを閉じます。 

7. [ターゲット設定（Target Configurations）] ページで、[vCenter ターゲットの追加（Add vCenter Target）] ウィザードで追加
した環境が有効なターゲットとしてどのようにこの画面に表示され、CWOM がこの環境に関する情報の収集をすぐに開始するか
を説明します。 

 

新規ターゲット環境の作成から約 20 分後に、元のダッシュボードに表示されていた仮想化されたサプライチェーンが表示されます
（これは事前に行われているため、サプライチェーンはすでに表示されているはずです）。  
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8.  をクリックして、ホームページに戻ります。  

この 20 分間に行われる検出プロセスは、次のとおりです。 

• ネットワーク内の各要素の検出  

• 要素間の相互依存関係の検出  

• 要素間の制約の検出  

• 物理資産と仮想コンシューマ間のリソースのフローの把握  

• 高可用性、アンチアフィニティルール、クラスタの境界の考慮  

エンジンによりすべての要素が検出されたら、CWOM は検出された情報に基づいてアクションと判断を開始します。  
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シナリオ 4. Custom Dashboard（カスタムダッシュボード） 

環境の特定の部分についてのダッシュボードを繰り返し表示したい場合は、特定のエンティティのグループを対象としたカスタムダッ
シュボードを作成することにより、それらのエンティティに特化した詳細情報を表示できます。 

ダッシュボードを作成するときには、これを非公開にしたり、Workload Optimization Manager のすべてのユーザに公開したりでき
ます。ダッシュボードの作成には通常、次の 2 通りの手法があります。 

範囲優先：すべてのチャートが環境の同じ範囲を対象としているダッシュボードを作成できます。たとえば、単一のパブリック クラ
ウド アカウントのコストに注目したダッシュボードを作成する必要があるとします。この場合、ダッシュボードに複数のウィジェッ
トを追加して、すべてに同じ範囲を設定します。 

データ優先：環境内の要素のすべてのグループに対して、1 つのデータのタイプに注目できます。たとえば、ダッシュボード内の各
ウィジェットでクラウドサービス別のコスト明細を表示できます。この場合、各ウィジェットの範囲を異なるクラウドリージョンまた
はゾーンに設定します。 

ダッシュボード内で複数のウィジェットに任意の範囲やデータソースを設定することで、必要に応じてあらゆる組織や項目に焦点を当
てることができます。 

このセクションでは、カスタムダッシュボードを作成します。シナリオに正確に従う必要はありません。顧客の関心に応じてダッシュ
ボード内のウィジェットを増減して、数を変更してかまいません。 

1.  をクリックします。  

注：CWOM 環境は共有されているため、いくつかのカスタムダッシュボードがすでに表示されている場合があります。これらは無視
してかまいません。 

2. [新しいダッシュボード（NEW DASHBOARD）] をクリックします。  

 

3. [ダッシュボード名（Dashboard Name）] フィールドで、ダッシュボードに任意の名前を付けます（たとえば、名前を追加して
番号を削除します）。 

ウィジェットの追加 
1. [+ウィジェットの追加（+ ADD WIDGET）] をクリックします。  
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2. ページをスクロールして、[ステータスと詳細（Status and Details）] パネルを表示します。  

3. [ヘルス（Health）] にマウスを合わせます。  

4. 右向き矢印をクリックします。  

 

5. [リングチャート（RING CHART）] ウィジェットをクリックします。 

6. [エンティティタイプ（Entity Type）] ドロップダウンから、[仮想マシン（Virtual Machines）] を選択します。  

7. [プレビューの更新（Update Preview）] をクリックします。  

 

8. [保存（SAVE）] をクリックします。 

9. サイジングツールを使用して、ウィジェットのサイズ変更を実演します。 
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チャートタイプを変更するには、次の操作をします。 

10.  をクリックします。 

11. [編集（Edit）] をクリックします。  

 

12. [編集（Edit）] をクリックします。 

13. [チャートタイプの変更（CHANGE CHART TYPE）] をクリックします。  

14. 右向き矢印をクリックします。  

15. [水平バー（Horizontal Bar）] をクリックします。  

16. [エンティティタイプ（Entity Type）] ドロップダウンから、[仮想マシン（Virtual Machines）] を選択します。  

17. [プレビューの更新（UPDATE PREVIEW）] をクリックします。  
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18. [保存（SAVE）] をクリックします。  

 

2 番目のウィジェットの追加 
1. [+ウィジェットの追加（+ ADD WIDGET）] をクリックします。  

2. [容量と使用状況（Capacity and Usage）] をクリックします。  

3. [エンティティタイプ（Entity Type）] ドロップダウンから [ディスクアレイ（Disk Arrays）] を選択します。  

4. [コモディティ（Commodity）] ドロップダウンから、[プロビジョニング済みストレージ（Storage Provisioned）]、[ストレージ
容量（Storage Amount）]、および [ストレージ遅延（Storage Latency）] の 3 つすべてを選択します。 

5. [プレビューの更新（UPDATE PREVIEW）] をクリックします。  

6. [保存（SAVE）] をクリックします。 

 

7. [容量と使用状況（Capacity and Usage）] ウィジェットのサイズを変更します。 

8. ウィジェットの位置変更を実演します。  
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3 番目のウィジェットの追加（オプション）   
1. [+ウィジェットの追加（+ ADD WIDGET）] をクリックします。  

2. [上位使用率（Top Utilized）] をクリックします。 

3. [グローバル環境（範囲がサポート対象外です。クリックして変更してください）（Global Environment (Scope not supported, 
click to change)）]（赤色のリンク）をクリックします。  

 

4. [範囲の選択（Select Scope）] ペインで、[グループ（GROUPS）] をクリックします。  

 

5. [検索...（Search...）] フィールドに、Hosts と入力します。  

6. 検索結果リストで、[すべてのオンプレミスホスト（All on-prem Hosts）] をクリックします。  

7. [エンティティタイプ（ENTITY TYPE）] ドロップダウンから [ホスト（Hosts）] を選択します。  

8. [コモディティ（COMMODITY）] ドロップダウンから [プロビジョニング済み CPU（CPU Provisioned）] と [プロビジョニング
済みメモリ（Memory Provisioned）] の両方を選択します。  
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9. [保存（SAVE）] をクリックします。  

10. 完了したダッシュボードを確認します。  

11. [編集（Edit）] をクリックします。 

 

12. ダッシュボードを [すべてのユーザ（All Users）] が利用できるようにするオプションを表示します。  

13. [ダッシュボードの編集（Edit Dashboard）] ウィンドウを閉じます。 
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シナリオ 5. プランを作成および実行してハードウェアの更新を評価する 

このシナリオの目的は、Cisco Workload Optimization Manager（CWOM）を使用して、Cisco UCS M5 プラットフォームへの
アップグレードに伴うハードウェアの更新を評価することです。  

このデモンストレーションでは、シミュレートされた環境の既成データを評価します。これは、リソースの制約を受けている顧客を疑
似的に表したものです。このシナリオでは、顧客のワークロードの評価と、それを処理する最適な M5 構成の決定を CWOM により
支援します。  

プランの作成と実行 
このセクションでは、既存の環境内の 8 つのホストを Cisco HX220 M5 ホストに置き換える場合の評価プランを作成します。 

注：プランの作成のタイムフレームは、環境に応じて異なります。状況によっては、顧客デモンストレーションに先行してプランを
作成し、それを実行せずにプランを一通り説明し、事前に実行したプランの結果を示すことをお勧めします。 

1.  をクリックして、ホームページに戻ります。  

2. [検索（Search）] をクリックします。  

 

3. [グループ（Groups）] をクリックします。  

4. [検索…（Search...）] フィールドに、UCS と入力します。  

5. フィルタされたリストから、[UCS C220 M4s] を選択します。  
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価値提案：サイドメニューで [プラン（Plan）] をクリックして以下のワークフローを実行しても、プランを作成および実行できま
す。この方法には若干の違いがあり、プランを生成する前にサプライチェーンで範囲を狭める必要があります。この方法の詳細につい
ては、Cisco Workload Optimization Manager のユーザガイドを参照してください。 

6. [プラン（PLAN）] をクリックします。  

 

7. [ハードウェア更新（Hardware Refresh）] をクリックします。  
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[ホストの置き換え（Replace Hosts）] パネルで、次の操作をします。  

8. [すべて選択（n）（Select all (n)）] チェックボックスをオンにします。  

9. [次へ：置き換え対象ホスト（NEXT:Replace Hosts With）] をクリックします。  
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10. [置き換え対象ホスト（Replace Hosts With）] パネルで、次の操作をします。  

11. ページをスクロールします。  

12. [Cisco_UCS HX220 M5 Entry1] を選択します。  

これは、リストの一番下にある場合があります。このリストはユーザによる変更が可能ですが、そうした変更はこのデモンストレー
ションの範囲外です。ハードウェアテンプレートを検索するには、検索ボックスをクリアする必要がある場合があります。 

13. [設定にスキップ（SKIP TO CONFIGURATION）] をクリックします。  

 

プランの名前をメモします（または顧客や自分の名前を含めるなど、簡単に識別できる名前に変更します）。  

14. [実行（RUN）] をクリックします。  

 

価値提案：[プランの概要を計算（Calculating Plan Summary）] 通知がウィンドウに表示されている間、Workload Optimization 
Manager は現在の供給プロファイルを削除し、テンプレートプロファイルを 1 つ提示します。VM はそこに配置されます。このと
き、Workload Optimization Manager は、Cisco UCS M5 ハードウェアが元の 5 個のサーバの要求を満たすのに必要なサーバの数を
計算します。 

15. 計画の実行には数分かかります。完了したら、プランの概要を確認し、このプランの実装に必要な投資と、プランに従って置き換
えられるホスト、VM、ストレージ、CPU、メモリ、ストレージ容量、ホスト密度、ストレージ密度の数に注目を促します。  
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16. 下にスクロールして、プランの結果に含まれるメトリックを示します。 

 

 

時間と顧客の関心に応じて、次の操作をします。  

17. [プランアクション（Plan Actions）] をクリックし、これらの結果の実装に役立つ詳細なプランを表示します。このデモンスト
レーションでは、個別の項目はクリックしません。 
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プランの確認が完了したら、次の操作をします。  

18.  をクリックします。 

19. [プランオプション（Plan Options）] ドロップダウンから、[プランの削除（Delete plan）] を選択します。  
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シナリオ 6. 自動化されたインフラストラクチャ リソース管理 

このセクションでは、CWOM を使用して自動化ポリシーおよび配置ポリシーを作成する方法を理解します。これらのポリシーを使用
して、ユーザは以下の項目を設定できます。 

アクションの自動化：自動で実行するか手動で実行するか、またはアクションを推奨するのみかを決定します。 

アクションのオーケストレーション：Workload Optimization Manager がアクションを実行するのか、Workload Optimization 
Manager がオーケストレータを指示してアクションを実行するのか、またはアクションスクリプトを使用してアクションを実行する
のかを決定します。 

分析の設定：Workload Optimization Manager の環境の状態の分析に影響する設定。次のような設定が含まれます。 

• VM での HA の有効化やホストでのハイパースレッディングの無視などの操作上の制約 

• メモリ使用率や CPU 使用率などの使用率の制約 

• サイズ変更の単位 

• アプリケーションの優先度 

自動化ポリシーは、環境内の特定の範囲に割り当てられます。たとえば、ユーザは開発クラスタ内のすべての VM の移行とサイズ変
更を自動化する必要がある場合があります。これらのポリシーにより、環境内の特定の範囲のエンティティを対象に、制御された方法
でアクションの自動化を導入できます。 

自動化ポリシーについて 
1. [設定（Settings）] > [ポリシー（Policies）] をクリックします。 

 

2. [+新しい自動化ポリシー（+ NEW AUTOMATION POLICY）] をクリックして、自動化ポリシーを追加します。  
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3. [ポリシータイプの選択（Select policy type）] パネルで、[ホスト（Hosts）] をクリックします。 

4. [アクションの自動化（ACTION AUTOMATION）] を展開します。  

5. [+アクションの追加（+ ADD ACTION）] をクリックして、移行中に自動化が可能なアクションを表示します。  

6. [アクションのタイプの選択（Select actions type）] ドロップダウンから [プロビジョニング（Provision）] を選択します。 

 

7. [推奨（Recommend）] ドロップダウンから、[自動（Automated）] を選択します。 

 

8. [アクションオーケストレーション（ACTION ORCHESTRATION）] を展開します。  

9. [+アクションオーケストレーションの追加（+ ADD ACTION ORCHESTRATION）] をクリックします。  

10. [アクションのタイプの選択（Select actions type）] ドロップダウンから [プロビジョニング（Provision）] を選択します。  

11. [実行（EXECUTION）] ドロップダウンから、[アクションスクリプトの実行（Run Action Script）] を選択します。  
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価値提案：外部オーケストレーションの例として、UCSD ワークフローを使用して、新しいハードウェアが環境に追加されたときに
そのハードウェアを自動的にプロビジョニングすることが挙げられます。 

12. [保存して適用（SAVE AND APPLY）] はクリックせずに、[ホストポリシーの設定（Configure Host Policy）] パネルを閉じます。 

このデモンストレーションでは、移行アクティビティとポリシーの実装は行いません。 

配置ポリシーの理解 
1. [+新しい配置ポリシー（+ NEW PLACEMENT POLICY）] をクリックします。  

 

2. [ポリシー名（POLICY NAME）] フィールドに、Migration と入力します。  

ドロップダウンからな項目を選択するときに、[物理マシン（Physical Machine）] に [仮想マシン（Virtual Machine）] を配置するポ
リシーを作成できることを説明します。  

3. [場所（PLACE）] ドロップダウンから、[仮想マシン（Virtual Machine）] を選択します。  

4. [配置（ON）] ドロップダウンから、[ホスト（Hosts）] を選択します。 

5. [+ホストのグループの選択（+ SELECT GROUP OF HOSTS）] をクリックします。 
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6. [ホストのグループの選択（Select Group of Hosts）] パネルで、任意のグループのチェックボックスをオンにします。  

新しい VM グループを作成するオプションがあることに注目を促します。  

7. [選択（SELECT）] をクリックします。  

 

8. [ポリシーの保存（SAVE POLICY）] はクリックせず、[新しいポリシーの作成（Create a new policy）] パネルを閉じます。  
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次に必要な作業 
Cisco Workload Optimization Manager と Cisco AppDynamics を組み合わせれば、アプリケーション パフォーマンス メトリックを
使用して判断精度を高めることができるため、IT インフラストラクチャがアプリケーションをより的確に認識して、ビジネスクリ
ティカルなアプリケーションのニーズに対応できるようになります。詳細については、Cisco ACI with AppDynamics v1 のデモを実
行してください。 

Cisco HyperFlex の管理を実行中の CWOM を確認するには、次のデモを実行します。 

Cisco HyperFlex 4.0 in Action v1 

 

https://dcloud-cms.cisco.com/demo/cisco-hyperflex-4-0-in-action-v1

	シナリオ 1. CWOM の概要
	シナリオ 2. クラウドへの移行を計画する
	シナリオ 3. ターゲットの追加
	シナリオ 4. Custom Dashboard（カスタムダッシュボード）
	シナリオ 5. プランを作成および実行してハードウェアの更新を評価する
	シナリオ 6. 自動化されたインフラストラクチャ リソース管理


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages true
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth 8
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


